
今
後
の
活
動
予
定

平
成
20
年
度
の
予
定
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◇
公
開
研
究
会
◇

５
月
24
日（
土
）、
10
月
11
日（
土
）、
11
月
15

日（
土
）に
、国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
に
て
開

催
予
定
で
す
。

◇
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
◇

12
月
６
日（
土
）に
開
催
予
定
で
す（
会
場
未
定
）。

◇
２
０
０
８
年
日
台
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
◇

11
月（
日
時
未
定
）、
台
湾
で
開
催
予
定
で
す
。

本
学
・
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
欄

参
照
）に
て
、
講
演
者
・
題
目
等
の
予
定
を
随
時
お
知
ら

せ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

既
刊
書

○
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊（
非
売
品
）

第
１
輯
『
玄
應
撰
一
切
経
音
義
二
十
五
巻
』

第
２
輯
『
大
乗
起
信
論
』

○『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
』（
非
売
品
）

『
い
と
く
ら
』既
刊
号

○
創
刊
号

『
摩
梨
支
天
経
』―
金
剛
寺
本
と
敦
煌
本
―

／

金
剛
寺
経
巻
の
紐
／
道
明
新
一
郎

古
写
経
の
死
番
虫
／
吉
川
也
志
保

寺
院
紹
介
・
調
査
日
記「
金
剛
寺
」「
七
寺
」

そ
の
他

○
第
２
号

七
寺
の
経
蔵
／
中
村
一
紀

ス
ク
ロ
ー
ル
ビ
ュ
ー
ア
に
つ
い
て
／
村
川
猛
彦

金
剛
寺
一
切
経
と
安
世
高
の
漢
訳
仏
典

／
デ
レ
ア
ヌ

フ
ロ
リ
ン

天
野
山
金
剛
寺
の
浄
土
教
典
籍
／
落
合
俊
典

古
写
経
と
微
生
物
／
吉
川
也
志
保

寺
院
紹
介
・
調
査
日
記
「
西
方
寺
」

そ
の
他

『
い
と
く
ら
』の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
連
絡
先
は
下
欄
参
照
）。

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
紹
介

研
究
代
表
者

今
西
順
吉（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
、

国
際
仏
教
学
院
理
事
長
）

研
究
分
担
者

H
ubert

D
U

R
T

（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）

津
田
眞
一（
同
・
教
授
）

木
村
清
孝（
同
・
学
長
、
教
授
）

デ
レ
ア
ヌ

フ
ロ
リ
ン（
同
・
教
授
）

落
合
俊
典（
同
・
教
授
）

赤
尾
栄
慶（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
課
企
画
室
長
）

高
田
時
雄（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

梶
浦
　
晋（
同
・
附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
）

C
hristian

W
IT

T
E

R
N

（
同
・
附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

宇
都
宮
啓
吾（
大
阪
大
谷
大
学
教
授
）

大
倉
孝
昭（
同
・
教
授
）

中
川
　
優（
和
歌
山
大
学
教
授
）

村
川
猛
彦（
同
・
専
任
講
師
）

研
究
協
力
者

佐
藤
愛
弓（
大
谷
大
学
助
教
）

能
島
　
覚（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
学
院
研
究
生
）

三
宅
徹
誠（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
置
国
際
仏

教
学
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）

林
　
　
敏（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
博
士
課
程
）

吉
川
也
志
保（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

末
木
康
弘
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
属
図
書

館
副
館
長
）

相
原
良
直（
華
頂
短
期
大
学
教
授
）

岡
崎
友
子（
就
実
大
学
准
教
授
）

広
坂
直
子（
京
都
外
国
語
大
学
非
常
勤
講
師
）

上
杉
智
英（
中
国
政
府
奨
学
金
高
級
進
修
生（
中
国

人
民
大
学
）、
元
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
補
助
員
）

池
　
麗
梅（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
外
国
人
研

究
員
、
元
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
）

佐
藤
も
な（
元
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
）

研
究
員（
PD
）

青
木
　
進
・
林
寺
正
俊
・
箕
浦
尚
美
・
大
塚
紀
弘

研
究
補
助
員（
RA
）

赤
塚
祐
道

（
平
成
19
年
12
月
現
在
）

国際仏教学大学院大学
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《
表
紙
写
真
紹
介
》

檀
王
法
林
寺
蔵
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』

装
飾
経
「
中
尊
寺
一
切
経
」の
価
値

落
合
　
俊
典

いとくら：私たちが調査している古写経を収める「経蔵」からの造語。「経」を意味するサンスクリット語“sutra”には「いと」などの
意味があり、また「経」には「たていと」という読みがあることから、「経蔵」を「いとくら」と読んでニュースレターのタイトル
としました。

檀王法林寺蔵『集諸経礼懺儀』巻下・外題部分（右）と見返し絵

『
集
諸
経
礼
懺
儀
』に
つ
い
て
は
、
本
誌
７
・
８
頁
の
上
杉
智
英
氏
に
譲
り
、

こ
こ
で
は
、
檀
王
法
林
寺
所
蔵
の『
集
諸
経
礼
懺
儀
』が
そ
の
一
部
と
し
て

含
ま
れ
る
中
尊
寺
一
切
経
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

中
尊
寺
一
切
経
は
、
奥
州
藤
原
氏
の
初
代
清
衡（
１
０
５
６
〜
１
１
２
８
）

が
、
天
治
３
年（
１
１
２
６
）に
中
尊
寺
に
奉
納
し
た
と
さ
れ
る
一
切
経

で
あ
る
が
、
現
在
中
尊
寺
に
は
16
巻
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

中
尊
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
５
０
０
０
巻
以
上
あ
っ
た
一
切
経
は
、

天
正
19
年（
１
５
９
１
）に
豊
臣
秀
次
が
九
戸
政
実
の
乱
を
鎮
圧
し
た
際
に

中
尊
寺
か
ら
持
ち
出
さ
れ
高
野
山
に
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

中
尊
寺
仏
教
文
化
研
究
所
所
長
の
佐
々
木
邦
世
氏
は
、
醍
醐
寺
座
主

の
三
宝
院
義
演（
１
５
５
８
〜
１
６
２
６
）の『
義ぎ

演え
ん

准
后

じ
ゅ
ご
う

日
記

に

っ

き

』

慶
長
３
年
（
１
５
９
８
）６
月
８
日
条
に
、
奥
州
か
ら
一
切
経
二
部
が

伏
見
に
届
い
た
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
年
の
３
月
に
催
さ
れ
た

醍
醐
寺
で
の
花
見
の
際
に
、
義
演
が
豊
臣
秀
吉
に
懇
願
し
た
た
め
に

持
ち
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
日
条
に
は
、

高
野
山
出
身
の
木
食

も
く
じ
き

応お
う

其ご
（
１
５
３
６
〜
１
６
０
８
）が
一
切
経
一
部
を

高
野
山
へ
と
望
ん
だ
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
で
、

現
在
の
所
在
は
、
高
野
山
４
２
９
６
巻
、
観
心
寺（
河
内
長
野
市
）１
６
６

巻
な
ど
に
対
し
て
、
中
尊
寺
に
は
16
巻
の
み
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
紺
紙
に
金
銀
字
で
交
互
に
書
写
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
見
た
目
に
優
美
な
装
飾
経
で
あ
る
が
、
本
誌
５
・
６
頁

で
吉
川
也
志
保
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
紺
紙
に
は
防
虫
と
い
う
実
質
的

な
効
果
も
あ
る
。

装
飾
経
と
い
う
美
術
的
な
面
で
注
目
を
集
め
て
き
た
中
尊
寺
一
切
経

で
は
あ
る
が
、
そ
の
文
献
学
的
価
値
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
中
尊
寺

一
切
経（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）に
関
し
て
26
点
の
サ
ン
プ
ル
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
調
査
し
た
26
点
中
の
25
点
ま
で
が
、
版
本
一
切
経
系
統
の

も
の
で
は
な
く
、
金
剛
寺
や
七
寺
の
一
切
経
な
ど
と
一
致
す
る
系
統
の

も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

近
年
の
筆
者
の
研
究
な
ど
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
後
期
の
七
寺
一
切

経
４
９
５
４
巻（
重
要
文
化
財
）、
金
剛
寺
一
切
経
約
４
５
０
０
巻
な
ど
の

大
半
は
、
奈
良
朝
写
経
の
転
写
本
を
主
体
と
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
つ
つ

あ
る
。
よ
っ
て
、
中
尊
寺
一
切
経
も
、
サ
ン
プ
ル
調
査
に
基
づ
く
な
ら
ば
、

奈
良
朝
写
経
の
転
写
本
を
多
く
含
む
平
安
写
経
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
既
存
の
京
都
国
立
博
物
館
の
中
尊
寺
経
調
査
目
録
の
デ
ー
タ
に
よ
っ

て
、
概
略
、
奈
良
朝
写
経
の
転
写
本
と
推
察
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
中
尊
寺
一
切
経
を
大
正
蔵
の
校
勘
に
用
い
る
な
ら
ば
、

奈
良
朝
写
経
が
基
づ
い
た『
開
元
録
』入
蔵
録
１
０
７
６
部
５
０
４
８
巻
の

一
切
経
の
復
元
の
み
な
ら
ず
、
平
安
写
経
が
基
づ
い
た『
貞
元
録
』入
蔵

録
１
２
３
８
部
５
３
５
１
巻
の
一
切
経
の
大
半
が
復
元
可
能
で
あ
る
。

唐
仏
教
の
基
本
テ
キ
ス
ト
に
最
も
近
接
し
た
仏
典
を
見
る
に
は
、
従
来
の

刊
本
一
切
経
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
刊
本
一
切
経
と
写
本

一
切
経
に
は
、本
文
や
構
成
に
看
過
で
き
な
い
相
違
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

唐
代
の
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
る
敦
煌
写
本
に
は
一
切
経
の
内
３
割
前
後

し
か
現
存
せ
ず
、
全
体
像
を
見
る
に
は
日
本
の
奈
良
・
平
安
写
経
が

必
要
で
あ
る
。
中
で
も
中
尊
寺
一
切
経
は
、
貞
元
入
蔵
録
中
の
８
割
の

経
典
が
現
存
す
る
上
に
本
文
の
厳
密
性
も
高
い
。
中
尊
寺
一
切
経
は
、

東
ア
ジ
ア
仏
教
の
基
本
テ
キ
ス
ト
を
復
元
で
き
る
優
れ
た
価
値
を
有
す

る
も
の
な
の
で
あ
る
。

（
本
学
教
授
）
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漢
訳
仏
典
の
集
大
成
で
あ
る
一
切
経（
大
蔵

経
）所
収
の
典
籍
に
は
、
大
乗
の
経
・
律
・
論
や

小
乗
の
経
・
律
・
論
と
賢
聖
集
と
い
う
よ
う
な

部
類
分
け
が
あ
る
。

平
安
時
代
後
期
十
二
世
紀
を
代
表
す
る
一
切

経
の
遺
品
で
あ
る「
七
寺
一
切
経
」に
関
し
て
は
、

そ
の『
貞
元
録
』巻
第
二
十
九
・
巻
第
三
十
に
、

大
乗
経
六
三
七
部
二
三
八
三
巻
二
一
四
帙

大
乗
律
　
二
七
部
　
　
五
五
巻
　
　
五
帙

大
乗
論
　
九
九
部
　
五
二
〇
巻
　
五
〇
帙

小
乗
経
二
四
〇
部
　
六
一
八
巻
　
四
八
帙

小
乗
律
　
五
四
部
　
四
四
六
巻
　
四
五
帙

小
乗
論
　
三
六
部
　
六
九
八
巻
　
七
二
帙

賢
聖
集
一
四
五
部
　
六
三
一
巻
　
六
七
帙

と
あ
っ
て
、
合
計
で
一
二
三
八
部
五
三
五
一
巻

五
〇
一
帙
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
帙
数
に
つ

い
て
は
巻
第
二
十
九
の
標
挙
で
は
四
九
九
帙
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
帙
の
相
違
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
に
続
く『
貞
元
録
』巻
第
三
十
の
末

尾
に
は
、
入
蔵
録
に
続
い
て
入
蔵
さ
れ
な
か
っ

た
経
典
類
を
列
挙
し
て
い
る「
不
入
蔵
録
目
」が

付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
実
際
に
は
書
写
さ

れ
て
、「
経
櫃
内
蓋
所
載
目
録
」に
あ
る
よ
う
に

五
七
六
八
巻
の
経
巻
が
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
数
あ
る
一
切

経
の
中
で「
七
寺
一
切
経
」の
よ
う
に
、
界
線
の

色
の
違
い
や
種
々
異
な
っ
た
意
匠
の
軸
な
ど
が

付
さ
れ
た
一
切
経
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
ら
に
関

し
て
は
、
以
前
に「
古
写
経
史
か
ら
見
た
七
寺
一

切
経
―
書
誌
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
中
心
に
―
」
（
１
）

の
中
で
述
べ
た
が
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
今
、
ま
ず

簡
単
に
書
写
の
形
式
に
見
ら
れ
る
カ
タ
チ
の
相

違
点
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、「
七
寺
一
切
経
」の
特
徴
の
一
つ
で
あ

る
朱
の
界
線
で
あ
る
が
、
一
切
経
の
首
位
に
お

か
れ
る『
大
般
若
経
』六
百
巻
に
つ
い
て
は
縦
横

い
ず
れ
の
界
線
も
朱
で
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
で
は
天
地
の
横
界
の
み
が
朱
で
引
か
れ
て

い
る
。
中
国
・
北
宋
時
代
の
写
経
に
『
大
般
若

経
』の
よ
う
な
朱
の
界
線
を
用
い
て
い
る
例
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
朱
の

界
線
は
中
国
・
北
宋
時
代
の
写
経
の
影
響
を
受

け
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

表
紙
に
は
、
華
瓶
文
様
と
外
題
用
の
二
重
匡

郭
を
摺
り
だ
し
、
濃
い
茶
渋
色
の
染
め
た
蝋
箋

を
使
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
外
題
は『
大
般
若

経
』
と「
五
部
大
乗
経
」
と
さ
れ
る
六
十
巻
本

『
華
厳
経
』・『
大
集
経
』・『
大
品
般
若
経
』・『
涅

槃
経
』―『
法
華
経
』は
散
逸
か
―
な
ど
の
外
題

が
金
字
で
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の

諸
経
典
は
銀
字
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
問
題
の
経
軸
で
あ
る
が
、
先
述
の
論

文
の
中
で
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
の
で
あ
る
。

（
軸
）合
せ
軸
で
、
材
は
杉
と
み
ら
れ
る
。
軸

端
は
棗
型
朱
頂
軸
や
黒
漆
の
上
に
金
箔
を

押
す
も
の
な
ど
が
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

そ
の
意
匠
の
違
い
に
何
か
意
味
が
あ
る
か
ど

う
か
不
明
で
あ
る
。
（
２
）

一
応
、
経
軸
、
中
で
も
軸
端
の
意
匠
に
相
違

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
、

そ
れ
に
何
か
意
味
が
あ
る
か
ど
う
か
ま
で
は
検

証
す
る
機
会
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
京

都
国
立
博
物
館
で
お
預
か
り
を
し
て
い
る
一
百

巻
全
巻
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。
調
書
を
取
る
た
め
や
撮
影
の
便
を
は
か
る

た
め
に
、
そ
れ
ら
の
経
巻
を
並
べ
替
え
し
、
整
理

を
す
る
段
に
な
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
軸
端
の
意

匠
の
違
い
に
意
味
が
あ
り
そ
う
な
気
配
と
な
っ

て
き
た
。
そ
れ
ら
の
軸
端
を
整
理
す
る
と
、
今

の
と
こ
ろ
六
種
類
が
確
認
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

①
黒
漆
に
金
箔
を
押
す
、
黒
漆
塗
金
箔
合
軸
…

大
乗
経

②
側
面
は
黒
漆
で
、
軸
端
断
面
部
に
金
箔
を
押

す
、
黒
漆
塗
金
箔
頂
合
軸
…
大
乗
論

③
側
面
や
断
面
部
全
体
に
朱
漆
を
塗
る
、
朱
漆

塗
合
軸
…
小
乗
経

④
軸
端
断
面
部
に
朱
漆
で
梅
鉢
文
様
を
描
く
、

梅
鉢
文
様
朱
頂
合
軸
…
小
乗
律

⑤
側
面
は
黒
漆
で
、
軸
端
断
面
部
に
朱
漆
を
塗

る
、
黒
漆
塗
朱
頂
合
軸
…
小
乗
論
・
賢
聖
集

⑥
黒
漆
の
上
に
朱
漆
で
蓮
弁
散
文
様
を
描
く
、

黒
漆
塗
朱
蓮
弁
散
文
様
合
軸
…
不
入
蔵

こ
の
よ
う
に
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
①

の
黒
漆
塗
金
箔
合
軸
は
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜

経
』や『
大
宝
積
経
』な
ど
の
大
乗
部
の
経
典
に

付
さ
れ
て
お
り
、
②
の
黒
漆
塗
金
箔
頂
合
軸
は
、

『
十
地
経
論
』や『
般
若
灯
論
』な
ど
の
大
乗
の
論

部
、
③
の
朱
漆
塗
合
軸
は
、『
中
阿
含
経
』や『
増

壱
阿
含
経
』な
ど
の
小
乗
部
の
経
典
、
④
の
梅

鉢
文
様
朱
頂
合
軸
は
、『
説
一
切
有
部

蒭
尼

毘
那
耶
』な
ど
の
小
乗
律
、
⑤
の
黒
漆
塗
朱
頂

合
軸
は
、『
大
毘
婆
娑
論
』や『
弘
明
集
』な
ど
の

小
乗
の
論
部
と
賢
聖
集
、
⑥
の
黒
漆
塗
朱
蓮
弁

散
文
様
合
軸
は
、『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』な

ど
の
不
入
蔵
の
経
典
、
に
付
さ
れ
て
い
る
と
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
①
の
大
乗
経
の
黒
漆
塗
金
箔

合
軸
と
③
の
小
乗
経
の
朱
漆
塗
合
軸
に
は
、
軸

端
の
カ
タ
チ
が
切
り
離
し
状
の
も
の
と
丸
く
面

取
り
を
し
た
も
の
と
の
二
種
類
が
存
在
す
る
よ

う
で
あ
る
。

大
乗
律
の
経
軸
を
ま
だ
確
認
し
て
い
な
い
の

で
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
云
え
な
い
が
、
大
乗

経
と
同
じ
意
匠
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
小
乗
の
論
部
と
賢
聖
集
が
同
じ
意
匠

と
な
れ
ば
、
全
体
で
は
六
種
類
の
意
匠
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

軸
の
意
匠
ご
と
に
集
め
る
と
、
部
別
の
違
い

が
一
目
瞭
然
と
な
る
わ
け
で
あ
り
、
カ
タ
チ
に
違

い
の
あ
る
一
切
経
の
出
現
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

何
故
に
七
寺
一
切
経
が
こ
こ
ま
で
カ
タ
チ
に
こ

だ
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
興
味
が
尽
き
な
い
。

今
回
の
軸
の
意
匠
の
違
い
に
関
し
て
は
、
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
の
青
木
進
氏
が
更
に
詳

し
く
、
検
証
し
報
告
し
て
く
れ
る
予
定
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
拙
稿
「
古
写
経
史
か
ら
見
た
七
寺
一
切
経
―
書

誌
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
中
心
に
―
」『
七
寺
古
逸
経

典
研
究
叢
書
第
五
巻

中
国
日
本
撰
述
経
典

（
其
之
五
）・
撰
述
書
』（
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
〇

年
二
月
、
七
八
九
〜
八
一
〇
頁
）。

（
２
）
前
掲
論
文
七
九
八
頁
。

赤
尾
　
栄
慶（
あ
か
お
　
え
い
け
い
）

富
山
県
生
ま
れ
。
大
谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
仏
教

学
専
攻
単
位
取
得
。
同
大
学
の
特
別
研
修
員
を
経
て
、
昭

和
59
年
12
月
か
ら
京
都
国
立
博
物
館
に
勤
務
。
専
門
分
野

は
、
漢
字
文
化
圏
で
書
写
さ
れ
た
古
写
経
の
書
誌
学
的
研

究
。
現
職
は
学
芸
課
企
画
室
長
。

古
写
経
の
用
の
美 

ー
軸
と
料
紙
ー

【
執
筆
者
紹
介
】

じ
っ
く
り
軸
を
見
て
み
る
と
…

七
寺
一
切
経
に
み
る
経
軸
の
意
匠
の
相
違
に
つい
て

赤
尾
栄
慶

①黒漆塗金箔合軸

②黒漆塗金箔頂合軸

④梅鉢文様朱頂合軸

③朱漆塗合軸

⑤黒漆塗朱頂合軸 ⑥黒漆塗朱蓮弁散文様合軸
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芳
、
藍
、
紫
根
、
貝
紫
な
ど
は
染
料
で
あ
り
、

朱
、
鉛
丹
、
石
黄
、
金
泥
、
銀
泥
な
ど
は
顔
料

に
類
す
る
。

七
寺
一
切
経
の
料
紙
は
、
黄
色
を
呈
し
て
お

り
天
地
界
に
は
朱
線
が
引
か
れ
て
い
る（
図
１
）。

科
学
的
な
材
質
分
析
を
行
う
機
会
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
顕
微
鏡
で
、
朱
線
の
部
分
を
１
０
０

倍
に
拡
大
し
て
観
察
す
る
と（
図
２
）、
紙
の
繊

維
の
上
に
赤
い
粒
子
が
確
認
で
き
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
は
顔
料
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

が
お
お
む
ね
視
覚
的
に
判
断
で
き
る
。
ま
た
、

こ
の
一
切
経
の
料
紙
は
多
く
の
写
経
と
同
様
に

黄
檗
で
染
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

黄
檗
（
学
名P

h
e
llo

d
e
n

d
r
o
n

a
m

u
r
e
n

s
e
,

P
.

c
h

in
e
s
e

）は
、
飛
鳥
時
代
以
前
に
す
で
に

用
い
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
各
地
の
山
地
に

自
生
す
る
ミ
カ
ン
科
の
落
葉
樹
で
あ
り
、
幹
の

外
皮
は
厚
い
コ
ル
ク
質
で
、
黄
色
い
内
皮
の
部

分
を
染
色
に
用
い
る（
図
３
）。
黄
柏
皮
と
し
て

薬
用
に
も
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
樹
皮
の
色
素

で
あ
る
ベ
ル
ベ
リ
ン(b

erb
erin

e)

は
、
媒
染
剤

な
し
で
も
鮮
や
か
な
黄
色
に
染
め
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
加
温
し
た
水
に
内
皮
の
切
片
を
浸

す
と
染
色
液
が
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
黄
檗

は
、
防
虫
効
果
が
あ
る
染
料
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
た
め
、
東
洋
の
紙
製
文
化
財
に
は
黄
檗
染

の
料
紙
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

黄
檗
と
同
様
に
、
紺
紙
を
染
め
て
い
る
藍
も

防
虫
効
果
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
東

洋
の
藍（
学
名Polygonum

tinctorium
L.

）は
、

原
産
地
が
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
と
さ
れ
る
タ
デ
科

の
一
年
草
で
蓼
藍
と
も
呼
ば
れ
、
日
本
で
は
古

く
仁
徳
朝
に
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
、
７
世
紀
以

前
に
舶
載
し
て
き
た
最
も
古
い
青
色
染
料
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
生
の
葉
を
揉
み
こ
み
染
色
に
用

い
た
の
が
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
ア
ル

カ
リ
性
の
液
で
加
熱
し
、
還
元
さ
せ
る
こ
と
で

水
溶
性
の
色
素
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
発

酵
に
よ
る
蓼
染
め
に
改
良
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

松
田
泰
典
先
生
の
紺
屋
に
関
す
る
記
述
を
引
用

す
る
と
、「
夏
に
刈
り
取
っ
た
藍
葉
を
寝
か
し
水

を
加
え
て
か
き
混
ぜ
な
が
ら
バ
ク
テ
リ
ア
で

二
ヶ
月
半
発
酵
さ
せ
た
、
（
す
く
も
）と
呼
ば

れ
る
も
の
や
、
泥
藍
な
ど
を
藍
甕
に
入
れ
た

後
、
灰
汁
と
小
麦
粕
を
加
え
、
さ
ら
に
消
石
灰

を
添
加
し
仕
込
む
。
そ
の
後
、
甕
と
甕
と
の
間

に
火
入
れ
し
加
熱
す
る
。
一
ヶ
月
ほ
ど
で
液
は

緑
色
と
な
り
、
表
面
は
濃
紺
に
変
わ
り
泡
が
で

る
。
こ
れ
を
藍
建
て
と
い
う
。
甕
の
中
の
水
溶

性
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ホ
ワ
イ
ト（
還
元
状
態
）の
染
色

液
に
染
め
る
物
を
浸
し
、
そ
の
後
、
空
気
酸
化

に
よ
り
不
溶
性
の
色
素
成
分
に
変
化
・
定
着
さ

せ
る
。」と
の
こ
と
だ
。
藍
の
成
分
で
あ
る
イ
ン

デ
ィ
ゴ
の
防
虫
効
果
は
、
ブ
ル
ー
ジ
ー
ン
ズ
が

天
然
イ
ン
デ
ィ
ゴ
で
染
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
は

じ
め
、
服
飾
業
界
に
お
い
て
も
広
く
知
ら
れ
て

古
写
経
の
彩
り
を
見
る
と
、
先
人
た
ち
の
知

恵
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
料
紙
と
文
字
色

に
関
し
て
は
、
赤
尾
栄
慶
先
生
の
著
作
『
写
経

の
鑑
賞
基
礎
知
識
』に
お
い
て
、
素
紙
経
、
紺
紙

経
、
紫
紙
経
、
砂
子
を
蒔
い
た
装
飾
経
、
漉
返

し
経
な
ど
が
、
美
麗
な
図
版
と
共
に
詳
し
く
解

説
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
古
写
経

や
紙
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
色
材
に
着
目
す

る
こ
と
と
す
る
。

当
時
、
色
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
、

天
然
の
染
料
と
顔
料
だ
っ
た
。
大
ま
か
に
説
明

す
る
と
、
動
植
物
か
ら
得
ら
れ
る
色
素
を
水
に

溶
か
し
て
用
い
る
の
が
天
然
染
料
で
あ
り
、
鉱

物
や
貝
殻
な
ど
を
砕
い
た
微
粒
子
で
水
に
は
溶

け
な
い
性
質
が
あ
る
た
め
、
普
通
は
油
や
膠
な

ど
の
固
着
剤
の
中
に
分
散
さ
せ
て
用
い
る
の
が

天
然
顔
料
で
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
例
え

ば
、
ク
チ
ナ
シ
、
黄
檗
、
刈
安
、
茜
、
紅
花
、
蘇

い
る
。
藍
で
染
め
ら
れ
た
紺
紙
に
は
、
金
泥
や

銀
泥
で
書
写
さ
れ
て
い
る（
図
４
）。
こ
う
し
た

染
色
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
は
、
美
し
さ
に

加
え
て
、
防
虫
性
と
い
う
実
用
性
を
兼
ね
備
え

た
、
一
種
の「
用
の
美
」と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
染
料
や
顔
料
に
関
す
る
綿
密
な

調
査
を
行
う
に
は
、
保
存
科
学
と
い
う
分
野
で

行
わ
れ
て
い
る
科
学
的
分
析
手
法
も
有
効
で
あ

る
。
材
質
の
分
析
は
、
ご
く
微
小
の
試
料（
サ

ン
プ
ル
）
を
採
取
し
て
分
析
を
行
う
手
法
と
、

非
破
壊
的
手
法
と
に
大
別
で
き
る
。
貴
重
な
文

化
財
を
調
べ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
後
者
の
非
破

壊
分
析
が
望
ま
れ
る
の
だ
が
、
試
料
を
採
取
し

て
分
析
機
器
に
か
け
る
場
合
に
比
べ
る
と
、
得

ら
れ
る
情
報
量
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の

た
め
、
複
数
の
非
破
壊
分
析
法
を
組
み
合
わ
せ

た
り
し
て
、
よ
り
正
確
な
同
定
を
行
え
る
よ
う

に
最
善
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な

よ
り
精
度
の
高
い
非
破
壊
分
析
法
の
開
発
等
も

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
今
日
様
々

な
文
化
財
に
用
い
ら
れ
た
材
質
や
技
法
が
解
明

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

【
附
記
】

七
寺
一
切
経
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、

貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
、
七
寺
蟹
江
良
三
師

な
ら
び
に
落
合
俊
典
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

赤
尾
栄
慶「
料
紙
と
文
字
色
」『
写
経
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』

至
文
堂
、
１
９
９
４
年

柏
木
希
介
・
斉
藤
昌
子
「
染
料
」『
文
化
財
事
典
』

２
０
０
２
年
、p.1

2
5
,

p.1
2
8

松
田
泰
典「
染
料
」『
文
化
財
の
た
め
の
保
存
科
学
入
門
』

角
川
書
店
、
２
０
０
２
年
、p.8

8
-
1
0
5

成
瀬
正
和「
顔
料
」『
文
化
財
の
た
め
の
保
存
科
学
入
門
』

角
川
書
店
、
２
０
０
２
年
、p.1

3
8
-
1
5
2

図
録『
古
写
経
』京
都
国
立
博
物
館
、
２
０
０
４
年

吉
川
　
也
志
保（
き
っ
か
わ
　
や
し
ほ
）

東
京
都
生
ま
れ
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
保
存
部
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
を
経
て
、
保
存
環
境
調
査
法
な
ど
を
学
ぶ
。
一
橋
大

学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
在
学
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
史
料

保
存
の
技
術
と
歴
史
。
現
在
、
東
京
文
化
財
研
究
所
保
存

修
復
科
学
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
様
々
な
書
籍
文
化
財

の
保
存
環
境
を
調
査
中
。

［図3］黄檗

［図2］地界　朱線部位の顕微鏡写真

料
紙
を
科
学
的
な
視
点
か
ら
見
る

古
写
経
の
色

吉
川
也
志
保［図4］紺紙金銀字大乗悲分陀利経　巻第六（図録『古

写経』京都国立博物館、2004年、p.175）

【
執
筆
者
紹
介
】

［図1］七寺蔵『放光般若経』巻第二十八

【
追
記
】
古
写
経
の
用
の
美

平
安
古
写
経
に
見
ら
れ
る
特
徴

古
写
経
の
調
査
中
に
実
際
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き

た
経
巻
の
特
徴
に
つ
い
て
、
経
験
を
も
と
に
紹
介
し

た
い
。

●

金
剛
寺
一
切
経

所
蔵
さ
れ
て
い
る
数
種
類
の
『
大
般
若
経
』
の
中

に
、
楮
紙
に
書
写
し
古
代
の
様
式
の
紐
を
用
い
て
他

と
区
別
し
て
い
る
一
群
が
あ
る
。
紐
に
つ
い
て
は
本

誌
創
刊
号
で
道
明
氏
が
詳
説
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

に
『
大
般
若
経
』
を
特
別
扱
い
す
る
傾
向
が
あ
る
の

は
七
寺
も
同
様
で
あ
る
。

『
大
宝
積
経
』
は
宿
紙

ー
古
紙
を
漉
返
し
て
使
っ

た
薄
墨
色
の
紙
ー
を
用
い
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
宿

紙
に
は
再
生
す
る
以
前
に
書
か
れ
た
墨
が
混
じ
っ
て

い
る
の
で
、
調
査
・
撮
影
時
に
宿
紙
の
経
巻
に
触
れ

て
い
る
と
、
指
が
真
っ
黒
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
宿
紙

の
巻
子
は
糊
離
れ
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

●

七
寺
一
切
経

天
地
界
が
朱
線
で
あ
る
と
い
う
特
徴
に
つ
い
て
は

赤
尾
栄
慶
氏
の
項
に
譲
る
が
、
そ
れ
以
外
に
一
切
経

が
収
め
ら
れ
て
い
る
唐
櫃
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
れ

は
黒
漆
塗
り
で
中
蓋
が
付
い
て
い
る
。『
大
般
若
経
』

を
収
め
て
い
る
櫃
は
中
蓋
の
裏
側
に
釈
迦
十
六
善
神

が
漆
絵
と
蒔
絵
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
唐
櫃

で
は
、
各
櫃
に
収
め
た
経
典
名
が
朱
書
で
列
記
さ
れ

て
あ
る
が
、
現
在
は
そ
れ
ら
と
中
身
と
が
一
致
し
て

い
な
い
。

●

西
方
寺
一
切
経

西
方
寺
一
切
経
の
調
査
中
、
経
巻
か
ら
剥
が
れ
落

ち
た
表
紙
を
収
め
た
入
れ
物
の
中
に
、
経
帙
が
混

じ
っ
て
入
っ
て
い
た
。
巻
子
本
用
の
帙
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
分
厚
く
ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
た
感
触
の
帙
で
あ
る
。

表
面
に
は
千
字
文
が
記
し
て
あ
っ
た
。

正
倉
院
文
書
の
天
平
三
年
八
月
十
日
条
に
「
賢
愚

經
二
帙
十
七
卷
〈
先
十
卷
後
七
卷
〉」（『
大
日
本
古
文

書
』
第
７
巻
19
頁
）
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

は
『
賢
愚
経
』
全
17
巻
を
１
〜
10
巻
と
11
〜
17
巻
の

２
つ
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
帙
に
包
ん
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
西
方
寺
の
帙
も
、
大
体
10
巻
ず
つ
く
ら
い

を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
包
ん
で
保
護
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

七寺蔵『無所希望経』巻尾
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京
都
市
左
京
区
の
古
刹
朝
陽
山
檀
王
法
林
寺

は
一
切
経
蒐
集
で
有
名
な
袋
中
良
定
所
縁
の
寺

と
し
て
知
ら
れ
、
古
写
経
に
関
し
て
は『
仏
説

七
知
経
』（
聖
武
天
皇
勅
願
一
切
経
、
重
要
文
化

財
）『
頻
毘
娑
羅
王
詣
仏
供
養
経
』（
藤
原
夫
人

年（
１
２
７
２
）に
浄
土
宗
に
改
め
悟
真
寺
と
改
称

さ
れ
た
。
上
記
の
伝
に
信
を
置
く
な
ら
ば
本
巻
は

美
福
門
院
得
子
（
１
１
１
７
〜
１
１
６
０
）

発
願
の
荒
川
経
で
あ
り
、
亀
山
天
皇

（
１
２
４
９
〜
１
３
０
５
）
か
ら
了
恵
に
頒

賜
さ
れ
た
代
々
伝
持
の
什
宝
と
い
う
事
に
な
る
。

今
、本
巻
伝
来
の
経
緯
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と

は
適
わ
な
い
が
、上
記
の
伝
に
お
い
て
留
意
す

べ
き
点
は「
本
巻
は
荒
川
経
で
は
な
い
」と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

荒
川
経
は
平
治
元
年（
１
１
５
９
）、
美
福
門
院

が
鳥
羽
院
の
菩
提
を
弔
う
為
、
高
野
山
に
六
角
経

蔵
を
建
立
し
奉
納
し
た
紺
紙
金
字
一
切
経
で
あ

る
。
檀
王
法
林
寺
所
蔵
の
本
巻
は
荒
川
経
同
様
紺

紙
経
で
あ
る
が
、
そ
の
本
文
は
金
銀
字
で
交
書
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
様
式
か
ら
元
来
は
中
尊
寺
一
切

経（
清
衡
経
）の
僚
巻
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
尊
寺
一
切
経
（
清
衡
経
）は
奥
州
藤
原
氏

初
代
、
清
衡（
１
０
５
６
〜
１
１
２
８
）が
天
治

３
年（
１
１
２
６
）３
月
24
日
に
建
立
供
養
し
た

関
山
中
尊
寺
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
供

養
願
文
に
は「
右
経
巻
者
金
銀
字
挟
一
行
而
交

光
、
紺
紙
玉
軸
合
衆
宝
而
成
巻
」
と
本
一
切
経

の
様
式
が
記
さ
れ
て
い
る
。
紺
紙
金
銀
字
交
書

経
の
先
例
と
し
て
は
尾
道
の
転
法
輪
山
大
乗
律

院
荘
厳
浄
土
寺
や
五
島
美
術
館
、
比
叡
山
延
暦

寺
に
金
銀
字
法
華
経（
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
）

が
伝
存
し
て
い
る
が
、
一
切
経
に
関
し
て
は
慈

覚
大
師
円
仁（
７
９
４
〜
８
６
４
）の『
入
唐
求

法
巡
礼
行
記
』に
五
台
山
経
蔵
閣
所
蔵
の
一
切

経
に
つ
い
て「
大
蔵
経
六
千
余
巻
、
惣
是
碧
紙
金

銀
字
、
白
檀
玉
牙
軸
」と

の
記
録
が
み
ら
れ
る
だ
け

で
あ
り
、
実
際
の
遺
例
と

し
て
は
他
に
類
を
見
な
い

稀
有
な
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
余
り
の
優
美

さ
故
外
観
ば
か
り
に
目

を
奪
わ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
次
に
そ
の
本
文
に

言
及
し
た
い
。
本
巻
は

今
日
最
も
一
般
的
に
使

用
さ
れ
て
い
る
漢
訳
大

蔵
経
の
テ
キ
ス
ト
で
あ

る『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

第
47
巻
所
収
の
も
の
と

は
異
な
る
本
文
形
態
を

有
し
て
い
る
。
本
誌
表

紙
、
並
び
に
上
段
掲
載

の
写
真
に
瞭
然
の
よ
う
、

本
巻
に
は
細
字
双
行
書

き
が
多
用
さ
れ
て
い
る

が
、
宋
版（
磧
砂
版
）を
始
め
金
版（
趙
城
蔵
）、

高
麗
版（
再
雕
本
）等
に
お
い
て
当
該
箇
所
は
何

れ
も
通
常
の
本
文
と
し
て
刻
字
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
異
な
る
の
は
表
記
法
だ
け
で
は
な
い
。

上
記
３
種
版
本
、
並
び
に
名
古
屋
市
稲
園
山
長

福
寺（
七
寺
）蔵
本（
平
安
末
期
写
。
北
宋
勅
版

系
統
）と
の
対
照
結
果
、
そ
の
本
文
は
何
れ
と

も
一
致
を
み
な
い
。
一
々
の
相
違
に
つ
い
て
言

及
は
避
け
る
が
、
主
立
っ
た
も
の
と
し
て
「
南

無
」の
有
無
が
あ
げ
ら
れ
る
。

『
往
生
礼
讃
偈
』、『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
巻
下
で

は
日
没
礼
讃
を
除
く
初
夜
・
中
夜
・
後
夜
・
晨

朝
・
日
中
の
各
礼
讃
に
お
い
て
、「
至
心
帰
命
礼

西
方
阿
弥
陀
仏

〔

偈
　
文
　
〕

願
共
諸

衆
生
　
往
生
安
楽
国
」
と
い
う
定
型
表
現
が
復

誦
さ
れ
る
が
、
檀
王
法
林
寺
蔵
本
に
は「
南
無

至
心
帰
命
礼
…
…
」
と
そ
の
冒
頭
に「
南
無
」の

２
字
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

一
切
経
書
写
の
過
程
に
お
い
て
通
常
表
記
で

あ
る
本
文
の
一
部
を
細
字
双
行
に
改
め
る
こ
と

は
到
底
考
え
ら
れ
ず
、「
南
無
」の
有
無
に
代
表

さ
れ
る
本
文
の
相
異
か
ら
す
れ
ば
本
巻
が
版
本

大
蔵
経
本
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
何
も
檀
王
法
林
寺
蔵

本
の
み
の
破
格
で
は
な
い
。
河
内
長
野
市
天
野

山
金
剛
寺
に
蔵
さ
れ
る
鎌
倉
中
期
写
本
に
も
同

様
の
特
色
が
み
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
細
字
双
行

表
記
の
多
用
、
南
無
の
付
加
と
い
っ
た
特
色
を

有
す
る
系
譜
が
版
本
大
蔵
経
系
統
と
は
別
個
に

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

中
尊
寺
経
（
清
衡
経
）は
北
宋
勅
版
（
蜀
版
）

の
刊
記
が
転
写
さ
れ
て
い
る
経
巻
が
散
見
す
る

こ
と
よ
り
、
従
来
北
宋
勅
版
も
し
く
は
そ
の
転

写
本
を
底
本
と
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
き
た

が
、
近
年
の
研
究
に
よ
り
則
天
文
字
や
避
諱
欠

筆
の
用
い
ら
れ
る
も
の
等
、
唐
本
系
の
系
譜
に

連
な
る
経
典
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

更
に
同
系
統
本
の
蔵
さ
れ
る
天
野
山
金
剛
寺
一

切
経
か
ら
も
唐
本
系
テ
キ
ス
ト
の
発
見
が
報
告

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
檀
王

法
林
寺
蔵
本
の
系
譜
も
唐
代
写
経
に
連
な
る
蓋

然
性
が
高
く
、『
往
生
礼
讃
偈
』
の
古
態
、
並

び
に
そ
の
変
遷
を
考
究
し
て
い
く
上
で
本
巻
の

文
献
学
的
価
値
は
極
め
て
高
い
と
言
え
る
。

【
附
記
】

本
巻
を
現
在
に
伝
え
ら
れ
た
檀
王
法
林
寺
歴
代
住

持
、
並
び
に
閲
覧
の
機
会
を
賜
り
ま
し
た
信
ヶ
原
雅

文
住
職
、
閲
覧
に
当
た
り
御
高
配
賜
り
ま
し
た
京
都

国
立
博
物
館
赤
尾
栄
慶
先
生
、
並
び
に
御
当
局
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

科
研
報
告
書
『
金
剛
峯
寺
蔵
中
尊
寺
経
を
中
心
と
し
た

中
尊
寺
経
に
関
す
る
総
合
研
究
』（
研
究
代
表
者
上
山

春
平
、
１
９
９
０
年
）

科
研
報
告
書
『
中
尊
寺
金
銀
字
経
に
関
す
る
総
合
的
研

究
』（
研
究
代
表
者
藤
澤
令
夫
、
１
９
９
７
年
）

科
研
報
告
書
『
中
尊
寺
経
を
中
心
と
し
た
平
安
時
代
の

装
飾
経
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
研
究
代
表
者
興
膳

宏
、
２
０
０
５
年
）

科
研
報
告
書
『
金
剛
寺
一
切
経
の
総
合
的
研
究
と
金
剛

寺
聖
教
の
基
礎
的
研
究
』（
研
究
代
表
者
落
合
俊
典
、

２
０
０
７
年
）

（
中
国
政
府
奨
学
金
高
級
進
修
生
（
中
国
人
民
大
学
））

檀
王
法
林
寺

所
蔵
古
写
経
紹
介

外
観
だ
け
で
な
く
本
文
も
す
ば
ら
し
い
価
値
を
も
つ

檀
王
法
林
寺
蔵『
集
諸
経
礼
懺
儀
』巻
下
に
つ
い
て

上
杉
智
英

願
経
）等
の
奈
良
朝
写
経
を
所
蔵
す
る
こ
と
で

名
高
い
が
、
こ
こ
で
は
膾
炙
さ
れ
る
こ
と
の
稀

な
平
安
末
期
写
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
巻
下
を
取

り
上
げ
紹
介
し
た
い
。

智
昇（
〜
７
３
０
〜
）編
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』

は
諸
経
典
に
み
ら
れ
る

礼
懺
儀
を
上
下
２
巻
に

集
録
し
た
も
の
で
、
そ

の
巻
下
に
は
善
導
（
６

１
３
〜
６
８
１
）撰
『
往

生
礼
讃
偈
』
が
全
文
収

録
さ
れ
て
お
り
、『
往
生

礼
讃
偈
』の
伝
播
経
路
の

一
つ
と
し
て
注
目
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
智
昇

は
本
書
を
自
身
編
の

『
開
元
釈
教
録
』
入
蔵
録
に
採
録
し
て
お
り
、
以

降
本
目
録
が
大
蔵
経
編
纂
の
指
針
と
し
て
踏
襲

さ
れ
た
為
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
版
本
大
蔵

経
や
日
本
の
古
写
経
に
お
い
て
複
数
巻
の
現
存

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
檀
王
法
林
寺
に
も
上
下

２
巻
が
揃
っ
て
伝
存
し
て
い
る
。

本
巻
は
紺
表
紙
に
宝
相
華
唐
草
文
様
、
見
返

し
に
は
釈
迦
説
法
図
が
金
銀
泥
で
描
か
れ
て
お
り
、

紺
紙
に
銀
界
を
引
き
金
字
行
・
銀
字
行
が
交
互
に

書
写
さ
れ
、
金
銅
製
撥
型
魚
子
地
四
弁
花
文
様
の

軸
端
が
付
さ
れ
る
等
、
善
美
を
尽
く
し
た
装
飾
が

施
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
こ
そ
み
ら
れ
な
い
も
の
の
本

巻
を
納
め
て
い
る
函
に
は
、「
紺
紙
金
銀
泥
　
諸
経

集
懺
儀
二
巻
　
経
包
玉
簾
／
旧
三
条
悟
真
寺
什

宝
　
亀
山
帝
所
賜
／
以
望
西
楼（
以
下
欠
損
）」

（
蓋
裏
）、「
集
諸
経
礼
懺
儀
二
巻
　
美
福
門
院
御

筆
」（
側
面
）と
記
さ
れ
た
和
紙
が
付
さ
れ
て
お
り
、

古
経
堂
養

徹
定
も
本
巻
に
つ
い
て「
興
（
マ
マ
）野
山
荒

川
経
同
其
製
。
伝
云
亀
山
帝
所
頒
賜
也
」と『
古

経
題
跋
』中
に
記
し
て
い
る
。

檀
王
法
林
寺
は
開
山
当
初
天
台
宗
で
蓮
華
蔵

寺
と
称
し
て
い
た
が
、
浄
土
宗
三
条
派
派
祖
望
西

楼
了
恵
道
光（
１
２
４
３
〜
１
３
３
０
）が
文
永
９
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檀
王
法
林
寺

だ
ん
の
う
ほ
う
り
ん
じ

は
、
京
都
市
の
京
阪
三

条
駅
の
北
側
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る

浄
土
宗
の
寺
院
で
、
正
式
に
は
「
朝ち
ょ
う

陽よ
う

山ざ
ん

栴
檀
王
院

せ
ん
だ
ん
お
う
い
ん

無
上
法
林
寺

む
じ
ょ
う
ほ
う
り
ん
じ

」
と
言
い
ま
す
。

浄
土
宗
寺
院
と
し
て
の
歴
史
は
、
文
永
９

年
（
１
２
７
２
）
に
、
浄
土
宗
僧
侶
の

望
西
楼
了
慧
道
光

ぼ
う
せ
い
ろ
う
り
ょ
う
え
ど
う
こ
う

（
１
２
４
３
〜
１
３
３
０
）

が
、
天
台
宗
寺
院
の「
蓮
華
蔵
寺
」
を
浄
土
宗

寺
院
「
悟
真
寺
」と
改
め
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
後
一
時
、
応
仁
の
乱
な
ど
で
廃
寺
と

な
り
ま
し
た
が
、
慶
長
16
年
（
１
６
１
１
）、

袋
中
良
定

た
い
ち
ゅ
う
り
ょ
う
じ
ょ
う

（
１
５
５
２
〜
１
６
３
９
）が
「
檀

王
法
林
寺
」
と
し
て
復
興
し
ま
し
た
。
袋
中

は
琉
球
へ
渡
っ
た
こ
と
で
有
名
な
僧
侶
で
す
。

そ
の
後
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
團
王
に
よ
り
基

礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

境
内
に
は
、
四
天
王
立
像
を
安
置
す
る
楼

門
、「
派
祖
望
西
楼
」の
石
碑
、
袋
中
筆
の
名

号
を
刻
印
し
た
「
南
无
阿
弥
陀
仏
」の
巨
大

な
石
碑（
写
真
右
端
）、
そ
し
て
袋
中
の
御
廟

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

檀
王
法
林
寺
に
は
、
貴
重
な
什
物
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
奈
良
朝
写
経
で
あ
る
『
七
知

経
』（
重
要
文
化
財
）を
初
め
、『
頻
毘
娑
羅
王

詣
仏
供
養
経
』、『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
な
ど
で

す
。『
集
諸
経
礼
懺
儀
』は
、
紺
紙
金
銀
泥
の

写
経
で
、
も
と
も
と
は
中
尊
寺
一
切
経
中
に

あ
っ
た
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
本
誌
７
・
８
頁

で
説
明
し
て
い
ま
す
。

袋
中
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
浄
土
宗
名
越

派
の
学
僧
で
す
。
天
正
21
年
（
１
５
５
２
）、

現
在
の
福
島
県
い
わ
き
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

袋
中
の
兄
は
浄
土
宗
捨
世
派
の
以
八（
１
５
３
８

〜
１
６
１
４
）で
す
。
慶
長
８
年（
１
６
０
３
）、

渡
海
し
て
琉
球
に
至
り
ま
し
た
。
３
年
間
の

滞
在
の
後
、
本
土
に
戻
り
、
京
都
の
木
幡
浄
土

寺
に
住
持
し
、
そ
の
後
檀
王
法
林
寺
を
再
興
し

ま
し
た
。
ま
た
、
元
和
５
年（
１
６
１
９
）に
は

袋
中
庵
を
開
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
元
和
８

年
に
南
都
へ
移
住
し
た
時
、
降
魔
山
善
光
院
念

仏
寺
を
草
創
し
、
そ
こ
に
経
蔵
を
建
立
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
瓶
原
み
か
の
は
ら

（
現
在
の
京
都
府
木
津
川

市
）に
拠
点
を
置
き
、
弟
子
た
ち
と
と
も
に
各

地
で
一
切
経
を
蒐
集
し
ま
し
た
。
取
得
で
き

な
か
っ
た
分
に
つ
い
て
は
自
ら
書
写
し
て
、
念
仏

寺
の
経
蔵
に
納
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
袋
中
蒐
集

一
切
経
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
現
在
、
念
仏
寺
に
は
経

蔵
は
残
る
も
の
の
、
一
切
経
は
ほ
ぼ
全
て

散
逸
し
、
数
点
を
残
す
の
み
で
す
。
散
逸

し
た
経
典
に
は
、
日

本
を
離
れ
て
、
遠
く

イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ

ま
で
流
出
し
て
し
ま

っ
た
も
の
も
あ
り
、
世

界
各
地
に
そ
の
所
在

が
確
認
で
き
ま
す
。

檀
王
法
林
寺
の
什

物
と
し
て
挙
げ
た

『
頻
毘
娑
羅
王
詣
仏

供
養
経
』
の
巻
尾
に

は
以
下
の
よ
う
な
袋

中
の
奥
書
が
あ
り
ま

す
。「
此
頻
毘
娑
羅
詣

佛
經
一
卷
者
／
光
明

皇
后
玉
筆
委
見
末
書

本
南
都
西
大
寺
／
法

塔
院
安
之
紛
失
而
入

我
手
令
珍
重
而
／
奉

納
三
條
法
林
寺
函
中

矣
可
永
守
護
備
／
寺
□
寳
者
也
／
團
王
老

能
住
持
正
□
／
寛
永
三
丙
寅
正
月
廿
五
日

云
尓
／
山
州
相
樂
郡
瓶
原
山
居
／
弁
蓮
社

袋
中
良
定
（
花
押
）」。
そ
こ
か
ら
、
瓶
原
時

代
に
袋
中
が
本
経
を
取
得
し
、
後
に
檀
王

法
林
寺
の
寺
宝
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
奥
書
に
も
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

『
頻
毘
娑
羅
王
詣
仏
供
養
経
』
は
光
明
皇
后

願
経
と
さ
れ
、
非
常
に
貴
重
な
古
写
経
で

す
。
浄
土
宗
の
総
本
山
知
恩
院
所
蔵
の
古

写
経
で
国
宝
と
な
っ
て
い
る『
菩
薩
処
胎
経
』

や
重
要
文
化
財
の『
瑜
伽
師
地
論
』
は
、
袋

中
が
蒐
集
し
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
そ
の
よ

う
に
炯
眼
の
あ
っ
た
袋
中
の
蒐
集
し
た
貴

重
な
経
典
の
内
の
い
く
つ
か
が
、
檀
王
法
林

寺
に
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。（

三
宅
徹
誠
） 檀王法林寺・本堂
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寺
院
紹
介

袋
中
の
一
切
経
蒐
集
と

檀
王
法
林
寺

一
切
経
を
蒐
集
し
た
袋
中
ゆ
か
り
の
名
刹

世
界
最
古
の
写
本
が
京
都
興
聖
寺
に

現
存
最
古
の
大
唐
西
域
記
写
本

高
田
時
雄

檀
王
法
林
寺

厳
し
い
残
暑
の
残
る
八
月
の
末
、
京
都
は
堀

川
寺
ノ
内
に
あ
る
古
刹
興
聖
寺
で
大
唐
西
域

記
の
古
写
本
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
ま

で
そ
の
存
在
だ
け
は
聞
き
知
っ
て
い
た
が
、
不
幸

に
し
て
眼
福
を
得
る
機
会
が
な
か
っ
た
天
下
の

至
宝
で
あ
る
。
今
回
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
の

は
、
本
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
落
合
教
授
の
お
勧

め
で
、
同
寺
所
蔵
一
切
経
の
調
査
及
び
写
真
撮

影
に
臨
時
参
加
を
許
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
小

文
で
は
そ
の
折
り
の
見
聞
を
基
礎
と
し
て
、
若

干
の
知
見
を
書
き
記
し
て
お
き
た
い
（
１
）。

興
聖
寺
の
大
唐
西
域
記
は
全
十
二
巻
完
具

し
て
い
る
が
、
す
べ
て
が
同
時
代
の
写
本
な
の
で

は
な
い
。
後
世
の
補
写
を
含
ん
で
い
て
、
各
巻

の
あ
い
だ
に
は
か
な
り
大
き
な
年
代
の
開
き
が

あ
る
。
そ
こ
で
年
代
の
分
か
る
識
語
を
列
挙
す

る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
巻
「
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
七
月
書
寫

蓮
慶
」

第
二
巻
「
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
二
月
七
日

書
了
／
求
菩
薩
沙
門
信
西
」

第
四
巻
「
仁
安
二
年（
一
一
六
七
）歳
次
丁
亥

二
月
五
日
／
求
菩
薩
沙
門
寛
盛
書
」

第
六
巻
「
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
四
月
七

日
借
筆
於
白
蹈
聖
人
令
書
藏
内
之

闕
者
也
」

こ
の
う
ち
第
六
巻
は
巻
首
に「
轉
六
」の
千
字

文
番
号
が
あ
り
、
ま
た
巻
末
に
は
字
音
が
付
さ

れ
て
い
る
の
で
、
刊
本
の
大
蔵
経
（
お
そ
ら
く
思

溪
版
）か
ら
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
第
十
二
巻
は
各
種
の
訓
点
や
仮
名
が

施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
訓
点
資
料
と
し
て
早
く

か
ら
国
語
学
者
に
よ
る
研
究
が
行
わ
れ
て
き
て

お
り
、
識
語
こ
そ
な
い
も
の
の
そ
の
書
写
年
代

は
承
和
十
一
年
（
八
四
四
）
以
後
、
お
そ
ら
く
は

天
暦
頃
（
九
四
七
〜
九
五
六
）の
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
巻
末
に
近
い
箇
所
の
紙

背
に
承
和
十
一
年
三
月
二
十
三
日
付
け
の
中

臣
由
多
気
の
出
挙
稲
返
納
の
解
文
が
書
か
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
西
域
記
の
書
写
の
際
、
偶
々

用
紙
が
足
り
な
か
っ
た
か
な
に
か
し
て
、
そ
の

解
文
の
反
故
を
再
利
用
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る

（
２
）
。
要
す
る
に
第
一
巻
と
第
十
二
巻

が
古
く
、
わ
け
て
も
第
一
巻
は
群
を
抜
い
て
古

い
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
第
一

巻
の
識
語
に
つ
い
て
は
本
文
と
は
別
筆
と
い
う

こ
と
も
あ
り
疑
い
も
存
す
る
よ
う
だ
が

（
３
）
、
偶
々

調
査
に
同
行
さ
れ
た
古
写
経
の
專
門
家
で
あ
る

京
都
国
立
博
物
館
の
赤
尾
栄
慶
氏
に
よ
れ
ば
、

写
本
の
外
見
や
字
様
の
特
徴
は
、
こ
の
年
代
の

も
の
と
考
え
て
特
に
お
か
し
な
点
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
反
対
に
、
こ
の
識
語
の
年
代

を
否
定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
よ
り
具
体
的
な
根

拠
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
ま
ず
我
々
は
そ
の

年
代
を
認
め
て
お
き
た
い
と
考
え
る
。

さ
て
そ
の
第
一
巻
は
高
さ
約
二
七
セ
ン
チ
、

幅
五
五
セ
ン
チ
の
料
紙
十
六
枚
を
貼
り
継
い
だ

写
本
で
、
天
地
及
び
毎
行
に
界
線
が
施
さ
れ
て

い
る
。
界
高
は
二
四
・
三
セ
ン
チ
、
毎
行
の
字

数
は
二
十
字
か
ら
二
十
五
字
で
一
定
し
な
い
。

も
と
巻
子
本
で
あ
っ
た
も
の
を
折
帖
に
改
装
し

て
あ
る
が
、
こ
の
第
一
巻
は
他
の
諸
巻
に
比
べ

て
少
し
背
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
紙

背
の
解
文
の
上
下
が
欠
け
て
い
る
の
は
、
お
そ

ら
く
改
装
時
に
切
断
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る

が
、
そ
う
す
る
と
本
来
の
巻
子
の
紙
高
は
さ
ら

に
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
い
っ

た
外
見
の
特
徴
も
こ
の
第
一
巻
が
特
別
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

日
本
に
現
存
す
る
大
唐
西
域
記
の
古
写
本

は
、
こ
れ
ま
で
既
知
の
も
の
と
し
て
他
に（
一
）

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
康
和
四
年（
一
一
〇
二
）

書
写
本（
巻
一
の
み
、
守
屋
孝
蔵
旧
蔵
本
）、（
二
）

法
隆
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
大
治
元
年
（
一
一
二
六
）

加
点
本
（
巻
二
と
巻
十
二
を
欠
く
（
４
）
）、（
三
）大
谷

大
学
所
蔵
の
大
治
本（
巻
二
、
即
ち
上
記
法
隆
寺

本
に
欠
け
た
部
分
に
当
た
る
。神
田
喜
一
郎
旧
蔵
）、

（
四
）
石
山
寺
所
蔵
の
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）

移
点
本
（
巻
一
よ
り
巻
八
、
巻
九
以
下
は
刊
本

よ
り
写
し
た
も
の
）、（
五
）醍
醐
三
宝
院
所
蔵
の

建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
書
写
本
（
巻
十
一
、
巻

十
二
の
み
）
、（
六
）
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究［図1］興聖寺蔵『大唐西域記』第一巻・序



海
外
の
研
究
者
と
と
も
に
漢
訳
仏
典
に
つ
い
て
考
究

平
成
18
年
度
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。
日
時
、
講
演
者
及
び
講
演
題
目
な
ど
に
つ
い
て
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

テ
ー
マ「
漢
訳
仏
典
研
究
の
新
た
な
展
開
」

平
成
18
年
12
月
２
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
５
時

於
泉
ガ
ー
デ
ン
・
コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

C
・
ウ
ィ
レ
メ
ン（
ベ
ル
ギ
ー

王
立
海
外
研
究
ア
カ
デ

ミ
ー
会
員
）

「
ダ
ル
マ
パ
ダ
の
漢
訳
諸
本
に
つ
い
て
」

K
・L
・
ダ
ン
マ
ジ
ョ
ー
ティ（
中
国
　
香
港
大
学
教
授
）

「
漢
訳『
法
句
経
』原
典
の
言
語
と
そ
の
部
派
帰
属

に
つ
い
て
」

今
西
順
吉（
日
本
　
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）

「
金
剛
寺
本
阿
含
経
に
つ
い
て
」

L
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン（
ド
イ
ツ

ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学

名
誉
教
授
）

「『
楞
伽
経
』第
八
章
に
関
す
る
文
献
学
的
所
見
」

ウ
ィ
レ
メ
ン
氏
と
ダ
ン
マ
ジ
ョ
ー
テ
ィ
氏
は
、『
法
句

経
』に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
。
ウ
ィ
レ
メ
ン
氏
は
、
ダ
ル

マ
パ
ダ
の
漢
訳
諸
本
と
説
一
切
有
部
の
発
展
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。『
出
曜
経
』は
、
譬
喩
者

の
ダ
ル
マ
ト
ラ
ー
タ（
紀
元
後
2
世
紀
）が
十
二
部
か

ら
成
る
雑
蔵
を
編
纂
し
た
内
の
第
6
番
目
に
相
当

す
る
ウ
ダ
ー
ナ
で
あ
り
、
そ
の
経
の
偈
は『
ウ
ダ
ー
ナ

ヴ
ァ
ル
ガ
』に
一
致
す
る
。『
法
集
要
頌
経
』は
、
そ
の

経
題
が『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』の
訳
に
よ
く
一
致
し
、

根
本
説
一
切
有
部
に
属
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
根

本
説
一
切
有
部
と
は
、
譬
喩
者
が
継
続
発
展
し
た

も
の
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
の
ス

バ
シ
写
本
を
は
じ
め
と
す
る
梵
本
の『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ

ル
ガ
』梵
文
写
本
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
北
西
イ
ン

ド
に
お
け
る
説
一
切
有
部
の
発
展
を
よ
く
反
映
し

て
い
る
と
さ
れ
た
。

ダ
ン
マ
ジ
ョ
ー
テ
ィ
氏
は
、
漢
訳『
法
句
経
』の
原
典

の
言
語
と
そ
れ
が
帰
属
す
る
部
派
の
問
題
に
つ
い
て

見
解
を
述
べ
ら
れ
た
。
従
来
、
漢
訳『
法
句
経
』は
パ

ー
リ
本
の
翻
訳
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

漢
訳
と
パ
ー
リ
本
と
は
、
構
成
や
内
容
面
で
は
近
い

も
の
の
、
両
者
の
間
に
は
明
確
に
矛
盾
す
る
証
拠
も

た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
第
一
偈
は
、
漢
訳

と
パ
ー
リ
本
と
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
伝
承
に
属
し
て

い
た
こ
と
の
有
力
な
証
拠
と
な
る
。
更
に
、
漢
訳
の

数
箇
所
は
、
漢
訳
の
原
典
が
パ
ー
リ
語
で
は
な
く
て

プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お

り
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ら
の
箇
所
は
現
在
の
上
座
部

『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』に
使
わ
れ
て
い
る
パ
ー
リ
語
で
は
な
い

こ
と
は
確
実
で
あ
る
、
と
講
演
さ
れ
た
。

今
西
氏
は
、
金
剛
寺
蔵
の『
増
一
阿
含
経
』に
つ
い

て
発
表
さ
れ
た
。『
増
一
阿
含
経
』は
高
麗
蔵
本
で
は

52
品
51
巻
で
あ
る
が
、
金
剛
寺
本
で
は
51
品
50
巻
で

あ
る
。
金
剛
寺
本
の
巻
数
が
少
な
い
の
は
、
通
常
巻

第
二
と
な
る
も
の
が
巻
第
一
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら

で
そ
の
点
は
聖
語
蔵
本
で
も
同
様
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

金
剛
寺
本
は
奈
良
朝
写
経
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と

が
類
推
さ
れ
る
。
ま
た
、
金
剛
寺
本
・
聖
語
蔵
本
・

高
麗
蔵
本
に
は
、
共
通
す
る
脱
漏
部
分
が
あ
り
、
一

方
、
聖
語
蔵
本
の
み
に
見
ら
れ
る
脱
漏
部
分
も
存
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
日
本
に
伝
来
す
る
以
前

の
早
い
時
期
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
氏
は
、『
楞
伽
経
』
第
８
章

「
肉
食
に
関
す
る
章
」の
梵
本
校
訂
を
行
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
梵
本
校
訂
は
、
か
つ
て
南
條
文

雄
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
数
本
の
写
本

に
依
っ
た
の
み
で
あ
り
不
完
全
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

氏
は
新
た
に
約
20
本
の
写
本
を
入
手
し
校
訂
を
試

み
ら
れ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
や
求
那
跋
陀
羅
訳
を
は
じ

め
と
す
る
諸
漢
訳
を
踏
ま
え
て
、
梵
本
の
正
し
い
読

み
の
復
元
を
行
い
、
本
来
の
梵
本
テ
キ
ス
ト
の
構
築

に
成
功
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
校
訂
さ
れ
た
文
章
を
数

例
挙
げ
て
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
。

以
上
４
名
の
講
演
の
後
、
参
加
者
か
ら
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
氏
が
丁
寧
に
答
え

ら
れ
た
。
会
場
で
は
、『
玄
応
撰
一
切
経
音
義
二
十

五
巻
』な
ど
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
出
版
物
や
金
剛

寺
蔵
『
維
摩
詰
所
説
経
』の
レ
プ
リ
カ
な
ど
を
展
示

し
、
成
果
を
紹
介
し
た
。
閉
会
後
は
、
当
日
の
参
加

者
全
員
に
、
金
剛
寺
蔵
『
維
摩
詰
所
説
経
』の
画
像

な
ど
を
含
む
C
D
を
配
布
し
た
。

今
年
度
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
次
号

に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

日
本
と
台
湾
の
研
究
者
の
交
流
を
図
る

平
成
19
年
度
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
の
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
と
台
湾
の

南
華
大
学
と
共
同
で
、
2
0
0
7
年
日
台
共
同
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
今
年
度
は
、
東
京
と
京

都
の
２
会
場
に
お
い
て
６
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
け
て

討
論
を
行
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

テ
ー
マ「
仏
教
文
献
と
文
学
」

○
東
京
会
場

平
成
19
年
６
月
１
日（
金
）午
前
10
〜
午
後
５
時

於
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

開
会
式
で
は
、
南
華
大
学
の
鄭
阿
財
教
授
へ
、
本

学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
今
西
順
吉
教
授
よ
り

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
刊
行
物
が
、
ま
た
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
代
表
の
高
田
時
雄

教
授
よ
り
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
刊
行
物
が
、
そ
れ
ぞ
れ

贈
呈
さ
れ
た
。

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
・
発
表
者
・
発
表
題
目
等

に
関
し
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

いとくら　12

活
動
記
録

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

左より、今西、シュミットハウゼン、ダンマジョーティ、ウィレメンの各氏

日
台
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

いとくら　 11

所
所
蔵
の
橘
寺
本（
松
本
文
三
郎
旧
蔵
で
、
十
二

巻
完
具
）、（
七
）
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
で
紺

紙
金
銀
字
の
い
わ
ゆ
る
中
尊
寺
経
（
大
正
蔵
に

い
う
松
本
初
子
所
蔵
本
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
テ
キ
ス
ト
は（
一
）（
二
）
を
除
き
、
多
少
の

違
い
は
あ
っ
て
も
こ
れ
ま
で
西
域
記
テ
キ
ス
ト
の

校
勘
に
利
用
さ
れ
て
き
た
（
５
）
。
さ
ら
に
近
年
の
調

査
に
よ
っ
て
利
用
可
能
に
な
っ
た
も
の
に
名
古

屋
大
須
の
七
寺
本
、
大
阪
河
内
の
金
剛
寺
本

（
巻
一
、
巻
十
を
欠
く
）が
あ
り
、
落
合
教
授
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
鮮
明
な
画

像
を
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
で
見
る
こ
と
が

出
来
る
。
近
年
、
唐
代
の
標
準
的
蔵
経
テ
キ
ス

ト
を
忠
実
に
保
存
す
る
も
の
と
し
て
日
本
の
奈

良
平
安
朝
書
写
仏
典
の
価
値
が
大
き
く
再
評

価
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
西
域
記
に
つ
い
て
も
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
復
元
す
る
上
で
こ
れ
ら

の
古
写
テ
キ
ス
ト
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を

果
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

今
や
日
本
古
写
経
の
テ
キ
ス
ト
を
全
面
的
に
利
用

す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意

味
で
一
段
と
古
い
興
聖
寺
本
の
意
味
は
小
さ
く

な
い
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
敦
煌
吐
魯
番
写
本
中
に
も
西
域
記

の
残
巻
が
存
在
す
る
。
敦
煌
本
と
し
て
は

S
.
2
6
5
9

V
a

（
首
欠
、
巻
一
の
大
部
分
）
、

P
.3
8
1
4

（
巻
二
の
後
半
約
三
分
の
一
）、S

.9
5
8

（
巻
三
の
巻
首
、
十
数
行
の
み
）
が
知
ら
れ
て

い
る
（
６
）

。
そ
の
う
ち
第
一
の
も
の
は
同
光
二
年

（
九
二
四
）三
月
に
イ
ン
ド
へ
の
求
法
の
旅
か
ら

帰
っ
た

州
開
元
寺
の
僧
智
厳
が
そ
の
旅
の
あ

い
だ
携
帯
し
て
い
た
写
本
で
あ
る
（
７
）
。
他
の
二
種

に
つ
い
て
は
書
写
年
代
を
知
り
得
な
い
が
、
文
字

や
写
本
の
外
形
的
特
徴
か
ら
見
て
、
早
く
て
も

九
世
紀
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
興
聖
寺
の
西
域
記
第
一
巻

は
紛
れ
も
な
く
現
存
す
る
最
古
の
写
本
と
い
う

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
さ
っ
そ
く
試
み
に
大
唐
西
域
記
第

一
巻
に
つ
い
て
、
興
聖
寺
本
を
他
の
日
本
古
写

本
及
び
敦
煌
本
と
比
較
し
て
み
た
。
そ
し
て
幾

つ
か
の
重
要
な
点
に
お
い
て
、
高
麗
蔵
本
を
は

じ
め
と
す
る
大
蔵
経
諸
本
と
の
際
だ
っ
た
違
い

を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
も
そ
の
違

い
は
こ
れ
ら
の
写
本
間
で
は
著
し
い
一
致
を
示

し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
与
え
ら
れ
た
紙
数
の

関
係
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
詳
し
く
述

べ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か
し
西
域
記
テ
キ

ス
ト
の
再
構
に
興
聖
寺
本
を
は
じ
め
と
す
る
古

写
本
の
利
用
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
明
白
に
な

っ
た
と
思
う
。

【
註
】

（
１
）
当
日
便
宜
を
供
与
さ
れ
た
長
門
玄
晃
住
職

に
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
興
聖
寺
の

経
巻
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
詳
細
な
『
興
聖
寺

一
切
経
調
査
報
告
書
』（
京
都
府
教
育
委
員

会
、
一
九
九
七
年
）が
あ
る
こ
と
を
付
記
し

て
お
き
た
い
。

（
２
）
吉
沢
義
則
「
濁
点
源
流
考
」『
国
語
国
文
』

六
、
七
号
。
後
、『
国
語
説
鈴
』（
東
京
、
立

命
館
出
版
部
、
一
九
三
一
年
）に
再
録
、
そ

の
二
八
九
〜
二
九
〇
頁
。
ま
た
吉
田
金
彦

「
訓
点
拾
遺
五
題
」『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』

第
十
一
輯
、
四
七
五
頁
、
曽
田
文
雄
「
興
聖

寺
本
大
唐
西
域
記
巻
第
十
二
の
朱
点
」
同

上
、
四
八
六
〜
四
八
七
頁
を
参
照
。

（
３
）
吉
田
金
彦
、
上
掲
論
文
、
四
七
四
頁
。

（
４
）
春
日
礼
智
「
日
本
現
存
支
那
仏
教
史
籍
古
鈔

古
刊
本
目
録
」（『
日
華
仏
教
研
究
会
年
報
』六
、

昭
和
十
八
年
九
月
）及
び
大
谷
大
学
東
洋
史

学
文
学
支
那
学
研
究
室
編
「
東
洋
学
関
係
仏

典
目
録
」『
大
谷
学
報
』二
九-

一（
一
九
四
九
）

は
こ
の
写
本
を「
延
暦
四
年（
七
八
五
）書
写
、

大
治
元
年（
一
一
二
六
）寫
點
了
」と
す
る
が
、

お
そ
ら
く
こ
の
本
が
出
展
さ
れ
た
時
の
目
録

『
第
十
回
大
蔵
会
陳
列
目
録
』の
記
述
を
読

み
違
え
た
こ
と
に
帰
因
す
る
誤
り
で
あ
り
、

実
際
に
写
本
に
拠
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。

（
５
）
近
代
の
西
域
記
校
訂
本
の
代
表
的
な
も
の
と

し
て
以
下
の
四
種
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）『
大
唐
西
域
記
、
同
考
異
索
引
』
、
京

都
帝
国
大
学
文
科
大
学
叢
書
第
一
、
明
治

四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
刊
、（
二
）『
大
正
新

脩
大
蔵
経
』
第
五
十
一
巻
史
伝
部
三
所
收

本
、
一
九
二
八
年
刊
、（
三
）『
大
唐
西
域
記
』

章
巽
校
点
本
、
一
九
七
七
年
上
海
人
民
出

版
社
刊
、（
四
）
季
羨
林
等
『
大
唐
西
域
記

校
注
』
、
一
九
八
五
年
中
華
書
局
刊
。

（
６
）
こ
れ
ら
は
向
逹
『
大
唐
西
域
記
古
本
三
種
』

（
中
華
書
局
一
九
八
一
年
刊
）に
收
録
さ
れ

て
い
て
、
簡
単
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
吐

魯
番
本
は
僅
か
十
行
ほ
ど
の
小
断
片
で
、
巻

七
の
部
分
で
あ
る
が
、
破
損
が
激
し
く
テ
キ

ス
ト
の
校
勘
に
は
役
立
た
な
い
。
柳
洪
亮

「
『
大
唐
西
域
記
』
伝
入
西
域
的
年
代
及
其

有
関
問
題
」『
新
出
吐
魯
番
文
書
及
其
研
究
』

（
新
疆
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
刊
）

三
七
二
〜
三
八
一
頁
を
参
照
。

（
７
）
栄
新
江
「
敦
煌
文
獻
所
見
晩
唐
五
代
宋
初
的

中
印
文
化
交
往
」『
季
羨
林
教
授
八
十
華
誕

紀
年
論
文
集
』（
江
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一

年
刊
）
、（
下
）九
五
六
〜
九
五
七
頁
。
な
お

P
.2

7
0
0

b
is

（R
e

c
to

）は
こ
の
写
本
の
更
に

前
、
第
一
巻
の
目
録
部
分
に
当
た
る
断
片
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
言
及
が
な
い
の
で
、
こ
の
場

を
借
り
て
補
足
し
て
お
く
。

高
田
　
時
雄
（
た
か
た

と
き
お
）

大
阪
市
に
生
ま
れ
る
。
京
都
大
学
文
学
部
卒
業
後
、
同

文
学
研
究
科
で
中
国
語
史
を
専
攻
。
七
十
年
代
後
半
、

フ
ラ
ン
ス
社
会
科
学
高
等
研
究
院
に
在
籍
し
、
仏
英
の

敦
煌
写
本
を
調
査
。
現
在
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
教
授
。
主
た
る
研
究
対
象
は
敦
煌
写
本
の
言
語

史
的
研
究
。

［図2］興聖寺蔵『大唐西域記』第一巻末・
識語とその拡大写真（左）

【
執
筆
者
紹
介
】

会場の様子
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古
写
経
研
究
の
最
先
端

昨
年
度
第
3
回
、
及
び
今
年
度
第
1
回
・
第
2
回

公
開
研
究
会
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
全
て
本
学
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
日
時
・
発
表
者
・
発
表
題
目
、

及
び
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
平
成
18
年
度
第
３
回
公
開
研
究
会

平
成
18
年
11
月
18
日（
土
）午
後
３
〜
５
時

青
木
進（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
研
究
員
）

「『
木

子
経
』と『
木

経
』」

林
寺
正
俊（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
研
究
員
）

「
日
本
古
写
経
中
の『
五
王
経
』に
つ
い
て
」

木
村
清
孝（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）

「
金
剛
寺
本『
大
乗
起
信
論
』の
思
想
的
特
徴
に
つ

い
て
」

青
木
氏
は
、
七
寺
本『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』に
、

ほ
ぼ
同
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
3
種
が
掲
載
さ
れ

て
い
る『
木

子
経
』類
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。
林

寺
氏
は
、『
五
王
経
』の
内
容
に
つ
い
て
、
日
本
古
写
経

本
と
大
正
蔵
本
と
の
相
違
に
着
目
し
検
討
さ
れ
た
。

木
村
氏
は
、
金
剛
寺
本
『
大
乗
起
信
論
』の
加
点
に

基
づ
く
読
み
か
ら
、
中
古
・
中
世
日
本
に
お
け
る
特

徴
的
な
理
解
に
言
及
さ
れ
た
。

○
平
成
19
年
度
第
１
回
公
開
研
究
会

平
成
19
年
５
月
26
日（
土
）午
後
３
〜
５
時

上
杉
智
英（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
研
究
補
助
員
）

「
檀
王
法
林
寺
蔵『
集
諸
経
礼
懺
儀
』に
つ
い
て
」

林
寺
正
俊（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
研
究
員
）

「『
三
法
度
論
』は
誰
が
訳
し
た
の
か
？
―
新
出
資

料
に
基
づ
く
訳
者
考
―
」

米
田
真
理
子（
大
阪
大
学
非
常
勤
講
師
）

「
千
代
野
物
語
と
三
つ
の
井
戸
―
京
都
・
鎌
倉
・
岐

阜
を
む
す
ぶ
も
の
」

上
杉
氏
は
、
檀
王
法
林
寺
蔵
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』

巻
下
は
荒
川
経
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は

中
尊
寺
経
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、『
往
生
礼

讃
偈
』研
究
に
お
け
る
本
経
典
の
意
義
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
た
。
林
寺
氏
は
、『
三
法
度
論
』の
冒
頭
部
分

が
、
日
本
古
写
経
本
と
諸
版
本
と
で
異
な
る
こ
と
、

訳
者
名
に
つ
い
て
も
、
僧
伽
提
婆
・
慧
遠
、
僧
伽
提

婆
・
道
安
と
い
っ
た
記
載
の
相
違
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
考
察
さ
れ
た
。
米
田
氏
は
、『
千
代
野
物
語
』の
原

型
と
言
え
る
金
剛
寺
蔵『
憂
喜
餘
の
友
』を
も
と
に
、

本
物
語
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
た
。

○
平
成
19
年
度
第
２
回
公
開
研
究
会

平
成
19
年
10
月
13
日（
土
）午
後
３
〜
５
時

佐
藤
も
な（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
研
究
員
）

「
院
政
期
書
写
の『
五
百
問
事
経
』に
つ
い
て
―
金

剛
寺
本
の
意
義
」

池
平
紀
子（
大
阪
市
立
大
学
非
常
勤
講
師
）

「
中
国
北
魏
撰
述
の『
提
謂
経
』と
仏
・
道
の
神
々
」

牧
野
和
夫（
実
践
女
子
大
学
教
授
）

「
書
写
一
切
経
と
宋
刊
一
切
経
―
ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス

を
軸
に
―
」

佐
藤
氏
は
、
院
政
期
書
写
と
思
わ
れ
る
金
剛
寺

本
『
五
百
問
事
経
』に
関
し
て
、
七
寺
一
切
経
や
諸

版
本
と
比
較
さ
れ
、
ま
た
金
剛
寺
本
に
付
加
さ
れ

た
ヲ
コ
ト
点
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
。
池
平
氏
は
、

疑
経
で
あ
る『
提
謂
経
』に
見
ら
れ
る
中
国
固
有
思

想
、
特
に
二
十
五
戒
神
に
関
し
て
、
そ
の
特
徴
や
他

の
仏
教
・
道
教
文
献
に
見
ら
れ
る
戒
神
と
の
関
わ
り

を
述
べ
ら
れ
た
。
牧
野
氏
は
、
色
定
法
師
書
写
一
切

経
の
底
本
は
博
多
の
宋
人
将
来
の
宋
版
一
切
経
で

あ
る
が
、
そ
の
底
本
が
知
恩
院
蔵
宋
版
一
切
経
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

今
年
度
第
3
回
公
開
研
究
会
の
報
告
に
つ
い
て

は
、
次
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

○
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
３
輯（
近
刊
）

院
政
期
浄
土
教
の
理
解
を
示
す
古
写
本

第
3
輯
で
は
、
金
剛
寺
所
蔵
の
浄
土
教
経
論
を
取

り
上
げ
る
。
長
寛
3
年（
1
1
6
5
）写
の『
観
無
量

寿
経
』と
保
延
4
年（
1
1
3
8
）写
の『
無
量
寿
経

論
註
』巻
下
で
あ
る
。

『
観
無
量
寿
経
』の
平
安
時
代
以
前
の
古
写
本
は

装
飾
経
を
除
い
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
金
剛

寺
本
が
書
写
さ
れ
た
長
寛
3
年
は
、
浄
土
宗
の
開
祖

で
あ
り
、『
観
無
量
寿
経
』及
び
『
無
量
寿
経
』『
阿
弥

陀
経
』
を
「
浄
土
三
部
経
」
と
定
め
た
法
然

（
1
1
3
3
〜
1
2
1
2
）在
世
時
に
当
た
る
。
金

剛
寺
本
に
は
、
主
に
10
〜
11
世
紀
の
叡
山
で
用
い
ら

れ
た
と
い
う
ヲ
コ
ト
点（
朱
点
、
天
爾
波
留（
て
に
は

る
）点（
別
流
））が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
叡
山
浄
土
教

の
訓
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
墨
点
も
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
朱
点
と
重
な
る
部
分
を

持
つ
一
方
、
別
の
訓
法
・
異
文
も
多
く
伝
え
て
い
る
。

本
書
で
は
、
影
印
を
フ
ル
カ
ラ
ー
で
示
し
た
上
で
、

朱
点
と
墨
点
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
訓
読
文
を
掲
載
す

る
。
ま
た
、
経
典
本
文
は
、
宋
版
や
高
麗
版
な
ど
版

本
の
系
統
と
は
異
な
り
、
古
い
姿
を
伝
え
て
い
る
。

本
文
の
校
異
表
の
掲
載
に
よ
っ
て
そ
れ
を
示
す
。

曇
鸞（
4
7
6
〜
5
4
2
）の
著
書
で
あ
る『
無
量

寿
経
論
註
』の
古
写
本
は
、
保
延
4
年
の
書
写
で
あ

り
、
現
存
す
る
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ

全
文
に
わ
た
っ
て
朱
書
に
よ
る
訓
点
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
重
要
文
化
財
で
あ
る
西
本
願
寺
蔵
親
鸞
加

点
版
本
『
無
量
寿
経
論
註
』
上
下
巻
は
建
長
8
年

（
1
2
5
6
）の
加
点
で
あ
る
が
、
金
剛
寺
本
は
そ
れ

よ
り
約
1
2
0
年
遡
る
。
ヲ
コ
ト
点
は
ほ
と
ん
ど
な

い
が
、
送
り
仮
名
や
返
り
点
は
多
く
付
さ
れ
て
お
り
、

当
時
の『
無
量
寿
経
論
註
』に
対
す
る
理
解
が
読
み

解
け
る
。
本
書
で
は
、
そ
の
訓
点
に
基
づ
い
た
訓
読

文
を
掲
載
す
る
。

以
上
2
本
の
浄
土
教
文
献
は
、
平
安
時
代
末
期

に
ど
の
よ
う
に
浄
土
教
が
理
解
さ
れ
て
い
た
か
を
知

る
上
で
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。
そ
の
資

料
の
影
印
を
公
開
す
る
と
共
に
、
仏
教
学
・
国
語
学

の
両
面
か
ら
見
た
解
題
・
研
究
論
文
を
掲
載
す
る
。
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第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
『
金
蔵
論
』研
究
の
最
前
線

本
井
牧
子（
京
都
大
学
非
常
勤
講
師
）

「
日
本
に
お
け
る『
金
蔵
論
』」

宮
井
里
佳（
埼
玉
工
業
大
学
准
教
授
）

「
中
国
仏
教
類
書
と『
金
蔵
論
』」

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン

仏
教
説
話
を
め
ぐ
っ
て

梁
　
麗
玲（
銘
伝
大
学
助
理
教
授
）

「
仏
典
に
見
え
る『
雁
銜
亀
』説
話
の
伝
播
と
影
響
」

三
宅
徹
誠（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
置
国
際
仏

教
学
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）

「『
賢
愚
経
』諸
本
比
較
研
究
―
敦
煌
本
と
日
本
古

写
経
本
を
中
心
に
―
」

第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン

一
切
経
の
諸
相

王
　
丁（
日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員
）

「
西
域
出
土
の『
開
宝
蔵
』断
簡
初
論
」

落
合
俊
典（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）

「
日
本
古
写
一
切
経
中
の
唯
識
二
十
論
後
序
」

本
井
氏
と
宮
井
氏
は
、
中
国
北
朝
末
期
に
編
纂

さ
れ
た『
金
蔵
論
』に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

考
察
さ
れ
た
。
本
井
氏
は
、
因
縁
譚
の
集
成
と
い
う

性
格
に
着
目
さ
れ
た
。
善
因
善
果
を
説
く
因
縁
譚

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
形
は
、
日
本
に
お
い
て
も

唱
導
に
用
い
や
す
く
、
更
に
説
話
集
編
纂
に
影
響
を

与
え
て
い
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。
宮
井
氏
は
、
当
時
は

百
科
辞
典
的
な
分
類
を
目
的
と
す
る
一
般
的
な「
類

書
」が
多
く
編
纂
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
が
、『
金
蔵
論
』

は
因
縁
譚
に
限
っ
た
分
野
の
類
書
で
あ
り
、
内
容
・

構
成
か
ら
見
て
仏
教
教
導
の
書
と
い
う
特
徴
を
持
つ

と
説
か
れ
た
。

梁
氏
は
、
仏
典
に
見
え
る「
雁
銜
亀
」説
話
に
つ
い

て
詳
し
く
分
析
さ
れ
た
。「
雁
銜
亀
」は
、
鳥
が
亀
を

銜
え
て
飛
ん
で
い
く
が
、
途
中
で
口
を
開
い
た
た
め

落
と
し
て
し
ま
う
と
い
う
話
で
あ
る
。
仏
典
の
み
な

ら
ず
、
寧
夏
や
青
海
な
ど
中
国
各
地
の
民
間
伝
承
に

も
言
及
さ
れ
、
本
説
話
の
伝
播
と
影
響
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
た
。
三
宅
氏
は
、
梁
氏
も
研
究
さ
れ
て
い
る

『
賢
愚
経
』に
つ
い
て
、
日
本
古
写
経
本
や
敦
煌
写
本

な
ど
の
諸
本
を
比
較
し
、『
賢
愚
経
』所
載
の
説
話
の

配
列
の
相
違
な
ど
か
ら
、
日
本
古
写
経
本
の
祖
本
が

6
世
紀
頃
ま
で
遡
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

王
氏
は
、
10
世
紀
後
半
に
開
版
さ
れ
た
開
宝
蔵

一
切
経
版
本
の
、
世
界
各
国
に
現
存
す
る
残
簡
に

つ
い
て
分
析
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
近
年
新
た
に
比

定
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
ト
ル
フ
ァ
ン
探
検
隊
将
来
本
を

図
版
を
用
い
て
紹
介
さ
れ
た
。
落
合
氏
は
、『
唯
識

二
十
論
』の
後
序
が
、
高
麗
蔵
や
宋
元
明
版
に
は
な

い
が
、
七
寺
本
と
敦
煌
本（P

.2
1
5
5

）と
に
存
す
る

こ
と
に
着
目
さ
れ
、『
慧
琳
音
義
』に
引
か
れ
る
後
序

の
語
彙
の
説
明
な
ど
を
用
い
て
、
詳
し
く
分
析
さ

れ
た
。

梁
氏
が
発
表
の
時
に
日
本
語
で
自
己
紹
介
さ
れ

る
な
ど
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
参
加
さ
れ
た
多
く

の
研
究
者
と
活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
盛
会
に
終

わ
っ
た
。

○
京
都
会
場

平
成
19
年
６
月
３
日（
日
）午
前
10
〜
午
後
５
時

於
京
大
会
館

ま
ず
、
台
湾
・
南
華
大
学
の
釈
依
空
師
よ
り
式
辞

が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
本
学
落
合
俊
典
教
授
よ
り

東
京
会
場
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
京
都
会
場
で
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
４
セ
ッ
シ
ョ
ン

文
学
を
め
ぐ
っ
て

牧
野
和
夫（
実
践
女
子
大
学
教
授
）

「
日
本
に
舶
載
さ
れ
た『
孔
子
童
子
問
答
話
』
に

関
す
る
二
、
三
の
問
題
」

釈
依
空（
南
華
大
学
教
授
）

「『
西
遊
記
』に
お
け
る
仏
教
的
主
題
の
研
究
」

第
５
セ
ッ
シ
ョ
ン

禅
宗
文
献

蔡
　
栄

（
中
正
大
学
教
授
）

「
北
宋
禅
宗
に
お
け
る『
讃
』
の
変
遷
と
発
展
」

汪
　
娟（
銘
伝
大
学
助
理
教
授
）

「
敦
煌
本『
秀
禅
師
七
礼
』」

第
６
セ
ッ
シ
ョ
ン

唐
代
の
仏
教
文
献

鄭
　
阿
財（
南
華
大
学
教
授
）

「
敦
煌
仏
教
文
献
の
伝
播
と
仏
教
文
学
の
発
展
に

つ
い
て
の
考
察
―『
法
苑
珠
林
』『
諸
経
要
集
』を
中

心
と
し
て
」

高
田
時
雄（
京
都
大
学
教
授
）

「『
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
』に
関
す
る
一
問
題
」

牧
野
氏
は
、「
孔
子
童
子
問
答
話
」に
つ
い
て
、
特

に
、
敦
煌
写
本P

.2
5
2
4

墳
墓
壁
画
図
に「
推
蒲
輪
」

と
あ
る
箇
所
が
、『
玉
燭
宝
典
』所
引
の「

康
撰
高

士
伝
」に
は「
推
蒲
車
」と
あ
る
点
に
着
目
し
論
を
展

開
さ
れ
た
。
釈
依
空
師
は
、『
西
遊
記
』中
に『
法
華

経
』『
般
若
心
経
』な
ど
の
仏
典
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と

に
関
し
て
詳
し
く
分
析
さ
れ
た
。

蔡
氏
は
、
仏
典
に
お
け
る
讃
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

た
後
、
北
宋
期
の
禅
宗
の
讃
を
分
析
し
、
そ
の
作
者

や
内
容
や
他
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。

汪
氏
は
、
敦
煌
写
本
中
に
伝
わ
る
2
本
の『
秀
禅
七

師
礼
』に
関
し
て
、
本
文
校
訂
の
結
果
を
報
告
さ
れ
、

内
容
を
分
析
し
思
想
面
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。

鄭
氏
は
、『
法
苑
珠
林
』な
ど
の
類
書
が
敦
煌
に
お

け
る
仏
教
文
献
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い

て
論
じ
ら
れ
た
。
本
井
・
宮
井
両
氏
が
論
じ
た『
金
蔵

論
』も
中
国
と
日
本
の
仏
教
文
学
の
発
展
に
影
響
を

与
え
た
点
に
意
義
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
三
者
を
中
心

に
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ
た
。
高
田
氏
は
、『
大
唐
三

蔵
玄
奘
法
師
表
啓
』に
は
唐
の
太
宗
が
長
命
婆
羅
門

に
宛
て
た
書
が
あ
る
が
、
長
命
婆
羅
門
と
は
唐
が
イ
ン

ド
の
内
紛
に
関
わ
っ
た
時
に
連
れ
帰
っ
た
方
士
那
羅
ナ
ー
ラ
ー

邇ヤ
ナ

娑
婆
寐

ス
ヴ
ァ
ー
ミ
ン

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
彼
と
玄
奘
と
の
関
わ
り

を
解
明
さ
れ
た
。

京
都
会
場
で
は
、
中
国
語
で
の
論
議
も
活
発
に
な

さ
れ
、
ま
さ
に
日
台
の
学
術
的
交
流
が
深
ま
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

来
年
度
は
、
台
湾
で
日
台
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

東京会場・第１セッション、本井牧子氏（右）と宮井里佳氏

京都会場・式辞を述べられる釈依空師

公
開
研
究
会

出
版
物
紹
介

林寺正俊研究員

木村清孝教授

『
長
寛
三
年
写
観
無
量
寿
経
・
保
延

四
年
写
無
量
寿
経
論
註
巻
下
』


